
　

第
10
回
市
男
女
共
同
参
画

フ
ォ
ー
ラ
ム
が
11
月
20
日
、
荒

屋
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
で

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
フ
ォ
ー
ラ
ム
は
、
市
男
女
共

同
参
画
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
主

催
。
市
民
や
関
係
者
ら
約
30
人

が
出
席
し
、
男
女
と
も
に
協
力

し
合
い
、
元
気
に
暮
ら
せ
る
ま

ち
づ
く
り
の
実
現
に
向
け
て
理

解
を
深
め
ま
し
た
。

　
フ
ォ
ー
ラ
ム
で
は
、
県
立
大

学
社
会
福
祉
学
部
の
齋
藤
昭
彦

准
教
授
が「
地
域
で
と
も
に
支

え
合
い
暮
ら
し
続
け
る
た
め

に
」と
題
し
て
基
調
講
演
。市
内

の
高
齢
者
人
口
や
要
支
援
・
要

介
護
認
定
者
数
な
ど
の
数
字
を

示
し
な
が
ら
、
高
齢
者
福
祉
・

介
護
施
策
の
動
向
や
地
域
包
括

ケ
ア
シ
ス
テ
ム
に
つ
い
て
解

説
。
他
自
治
体
の
高
齢
者
福
祉

に
お
け
る
取
り
組
み
状
況
も
紹

介
し
な
が
ら
、
地
域
の
自
主
性

に
基
づ
き
、
特
性
に
応
じ
て
活

動
を
展
開
し
て
い
く
こ
と
が
必

要
と
訴
え
か
け
ま
し
た
。

　

講
演
後
は「
わ
た
し
た
ち
の

将
来
へ
の
ア
プ
ロ
ー
チ
～
じ
っ

く
り
考
え
、早
め
に
選
ぼ
う
～
」

と
題
し
た
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ

シ
ョ
ン
を
実
施
。
進
行
役
を
県

立
大
総
合
政
策
学
部
長
の
吉
野

英
岐
氏
が
、
齋
藤
准
教
授
と
市

内
で
高
齢
者
福
祉
施
設
な
ど
を

運
営
す
る
3
人
が
パ
ネ
リ
ス
ト

を
務
め
、
田
村
正
彦
市
長
も
交

え
て
討
論
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

齋
藤
昭
彦
氏
に
よ
る
基
調
講
演

パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
で
意
見
を
交
わ
す

参
加
者

高 齢 化 社 会 の 明 る い 未 来 を 考 え る 　

誰にでも起こり得る認知症
ともに楽しく暮らすために

平成28年度第２回市認知症研修会を開催

　
28
年
度
第
２
回
市
認
知
症
研

修
会
が
11
月
４
日
、
西
根
地
区

市
民
セ
ン
タ
ー
で
開
催
さ
れ
ま

し
た
。

　
当
日
は
、
市
民
や
市
内
高
齢

者
福
祉
関
係
者
ら
約
１
５
０
人

が
参
加
。
住
宅
な
ど
の
設
計
施

工
や
関
東
圏
で
高
齢
者
専
用
住

宅
の
管
理
・
運
営
を
展
開
す
る

㈱
シ
ル
バ
ー
ウ
ッ
ド
の
代
表
取

締
役
で
あ
る
下
河
原
忠
道
氏
が

講
師
を
務
め
、
住
ま
い
か
ら
認

知
症
ケ
ア
に
つ
い
て
考
え
る
講

演
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
下
河
原
氏
は
、
自
身
が
手
掛

け
る
サ
ー
ビ
ス
付
き
高
齢
者
向

け
住
宅
の
運
営
を
通
し
て
、
認

知
症
の
人
た
ち
と
向
き
合
っ
た

経
験
を
も
と
に
講
演
。
こ
れ
ま

で
認
知
症
の
人
た
ち
が
施
設
入

所
な
ど
し
、
人
の
管
理
の
中
で

生
活
し
て
い
る
こ
と
に
違
和

感
を
感
じ
て
い
た
こ
と
を
話

し「
認
知
症
は
誰
に
で
も
起
こ

り
得
る
も
の
、
特
別
な
こ
と
で

は
な
い
。
だ
か
ら
こ
そ
、
人
と

し
て
暮
ら
し
を
楽
し
み
、
安
心

か
つ
充
実
し
た
生
活
が
で
き
る

よ
う
生
き
て
い
く
環
境
の
整
備

を
き
ち
ん
と
考
え
る
こ
と
が
重

要
」と
、
訴
え
か
け
ま
し
た
。

　
ま
た
、
認
知
症
の
人
が
見
て

い
る
世
界
を
擬
似
体
験
で
き

る
V
R
(バ
ー
チ
ャ
ル
リ
ア
リ

テ
ィ
)機
器
の
紹
介
を
行
い「
認

知
症
の
人
の
気
持
ち
が
分
か
る

と
自
分
の
行
動
が
変
わ
り
、
本

人
の
行
動
も
変
え
る
こ
と
が
で

き
る
」と
、
参
加
者
に
理
解
を

求
め
ま
し
た
。

認知症の人が見ている世界をVRを用い
て擬似体験する参加者

幸せで納得のいく老後を
そのための選択肢広げて

第１０回市男女共同参画フォーラムから

自身が運営するサービス付き高齢者向
け住宅の入居者を紹介する下河原氏

下河原 忠道氏

元気な時から自分のライフプランを
考えましょう（社会福祉法人安代会
りんどう苑事務局長 畠山勇司氏）

高齢者をもっと元気にするためにはバリア
を乗り越える力を身に付けてほしいから、住
宅施設の仕組みは“バリアアリー

4 4 4

”です（オーク
フィールド八幡平 フィールドマネジャー 山下
直基氏）

困ったら誰かに頼めるような関係作りと家
族間で情報共有を図りましょう（社会福祉法
人みちのく協会 富士見荘 松尾健司氏）

老後困る前に地域資源を探り、情報を集め、
いろんな選択肢を知っておくことが重要です

（県立大学社会福祉学部齋藤昭彦准教授）

人の世話になりたくないと思う人がたくさ
んいると思いますが、人の世話になる選択肢
をたくさんもっている人ほど、幸せなのかも
しれないです（県立大学総合政策学部長 吉野
英岐氏）

求められる住まいは、多数の
同じような境遇にある人たち
が社会から遮断されて形式的
に管理された日常生活を送る
場所ではないと思います。

“管理”は依存を生みます。
楽しく暮らすためには“管理”
は不要です。

人それぞれに役割があれば、
目の前に仕事があれば、人は
頑張る。誰かのために役に立
ちたいという思いを踏みに
じってはいけない。自分が人
から必要とされる、感謝され
る体験を味わうと人は生き生
きする。認知症の人だって同
じこと。

認知症の人の気持ちになろ
うとする

↓
自分の行動が変わる

↓
認知症の人の行動が変わる

これからの高齢者・認知症の人の
暮らす環境は「危機管理重視」から

「生きがいを持つなど楽しむこと」
に重点を置いて

なぜ認知症の人がやることな
すこと制限するような先入観
をもって接する人がいるのだ
ろう

認知症の人は感情がとても敏感だ
から生きていく周辺環境の整備が
かなり大事

長生きよりも今が楽しいと思え
るコミュニケーションが重要

大都市であろうと小さな
地域であろうと、まず取り
組んでみること！
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